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■----------------------------------------------------------------- 
　「サイエンスアゴラ2008～地球の未来　日本からの提案～」の開催
　について（ご案内） 
------------------------------------------------------------------■
　
　日本最大級のサイエンスコミュニケーションイベントが、今年もお台場
で開催されます。
　サイエンスアゴラは、日本のサイエンスコミュニケーションの発展を目
指し、日本各地の活動を実践を交えて紹介し、現状の課題や今後のあり方
を一般社会と科学者が共に考え、交流する広場（アゴラ）となるものです。

　公式HP
　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2008/

　◇会　　期：平成20年11月22日（土）～24日（月・祝）
　◇会　　場：国際研究交流大学村
　　　　　　（日本科学未来館、東京国際交流館、
　　　　　　　産業技術総合研究所臨海副都心センター）
　◇主　　催：（独）科学技術振興機構（JST）
　◇共　　催：日本学術会議、国際研究交流大学村
　◇アクセス：
　　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2008/map.html

＜日本学術会議企画プログラム＞

◆「miniセルフェスタ2008in東京」
○主　催：科学と社会委員会科学力増進分科会
　　　　　（独）科学技術振興機構（JST）
○日　時：11月23日（日）～24日（月・祝）
○会　場：日本科学未来館・企画展示ゾーンa（1F）
○内　容：生物をつくる多くの細胞は、命の源となる大切な働きを担って
　　　　　います。細胞の観察や実験を通して、その不思議に触れ、研究
　　　　　の楽しさを体験します。
　　　　　巨大細胞セル蔵くん、これが私のDNA！、ウニの発生 など

◆「水をめぐる旅 水の科学技術リテラシー」
○主　催：科学と社会委員会科学力増進分科会、国際基督教大学
○日　時：11月23日（日）13:00-14:30
○会　場：日本科学未来館・イノベーションホール（7F）
○内　容：当たり前ような存在である「水」に焦点を絞り、水の物理化学
　　　　　的性質から国際政治まで、ミクロからグローバルまで多角的な
　　　　　視点で水の科学技術リテラシーのあり方を考えます。
○登壇者：吉野 輝雄 氏(国際基督教大学)
　　　　　高橋 一生 氏(国連大学)
　　　　　小川 義和 氏(国立科科学博物館)
　　　　　北原 和夫 氏(国際基督教大学)/司会

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2008/081123/2-4.html

◆「疑似科学とメディア」
○主　催：科学と社会委員会科学力増進分科会
○日　時：11月23日（日）17:30-19:00
○会　場：日本科学未来館・みらいCANホール（7F）
○内　容：疑似科学がいろいろと取りざたされているが、むしろ疑似科学
　　　　　を反面の鏡として、現代の科学がその「科学性」をいかにして
　　　　　担保すべきかを考えます。そこからは、日常感覚としてとらえ
　　　　　た科学のあり方が自ずから浮き上がってくるものと期待されま
　　　　　す。
○登壇者：池内 了 氏(総合研究大学院大学理事)
　　　　　毛利 衛 氏(科学力増進分科会委員長、日本科学未来館館長)
　　　　　長谷川 壽一 氏(東京大学教授)
　　　　　佐倉 統 氏(東京大学教授)
　　　　　鈴木 晶子 氏(京都大学教授)

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2008/081123/2-13.html

＜お薦めプログラム＞

◆「動物園が開く窓」
○日　時：11月22日(土) 13:00-14:30
○内　容：果敢なチャレンジを続ける動物園の最前線と可能性、楽しみ方
　　　　　を話し合います。

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2008/081122/2-5.html

◆「日欧米国際シンポジウム～地球の環境と科学リテラシー」
○日　時：11月22日(土) 15:30-18:15
○内　容：世界が置かれている状況を科学技術、教育を通じて打開すべく、
　　　　　日本、欧州連合、アメリカ合衆国の代表が、科学技術行政・科
　　　　　学教育について論じます。

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2008/081122/2-10.html

◆「科学で街を元気に！ 科学フェスティバルは地域を活性化できるか？」
○日　時：11月23日(日) 15:00-16:30
○内　容：地方都市を活性化するための文化フェスティバルとして科学
　　　　　フェスティバルは有効かどうかを、来年開催予定都市の市長
　　　　　を交えて論じ合います。

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2008/081123/2-9.html


　他にも多数のプログラムが開催されます。
　詳細は下記のホームページをご覧下さい。
　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2008/


********************************************************************
　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-11.html
********************************************************************

====================================================================　
　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
　（p227@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
====================================================================
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
